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The present authors histopathologically examined renal tumors of two 3-year old rainbow 
trouts, which were reared in Samegai trout culture station in 1974. The tumors were as large as the 
size of a hen's egg in the posterior part of the kidney. The tumor consisted of a large number of 
neoplastic nodules and around which neoplastic islets were scattered in the hematopoietic tissue. 
The histopathological examination revealed that they were nephroblastoma (known as Wilms' 
tumor) with two different characteristics. 

Type I; Neoplastic nodules were composed of a large number of smooth muscle cells in differ-
entiations, well-differentiated renal tubular epithelial cells and a small number of undifferentiated 
messenchymal cells with argyrophiric fine fibers. Mitotic figures were frequently observed in 
smooth muscle fibers and messenchymal cells. 

Type II; Neoplastic nodules were composed of a large number of undifferentiated messenchymal 
cells and islets of immature renal tubular epithelial cells. Mitotic figures were numerous in both 
types of cells. 

Metastatic lesions were not observed in both cases. 

魚類における腎芽腫の自然発生例は養殖ニジマス

(Salmo gairdneri)で WELLINGS(1969), ODENS et al. 

(1973)および木村 (1976)が，ニホンウナギ (Anguilla

japonica) で落合ら (1977) が，また Stripedbass 

(Morone saxatilis)で HELMBOLDT・WYAND(1971)が

報告している。さらに， ASHLEY・HALVER(1968, 1970) 

は DMN(N-nitrosodimethylamine)を用いてニジマス

で実験的に腎芽腫の発生をみている。

著者らは滋賀県醒ヶ井養鱒場から採取したニジマスの

腎腫瘍を病理組織学的に検討した結果，本腫瘍が未分化

＊ 本研究は科学技術庁研究費による「沿岸魚類の腫
瘍に関する研究Jの一部である。

＊＊ 三重大学水産学部

＊＊＊ 千葉大学医学部

間葉系細胞と腎実質および平滑筋細胞の出現で特徴づけ

られる腎芽腫と判断されたので，その詳細を報告する。

なお，ニジマスにおける腎実質の分化についても観察し

たので記載する。

材料および方法

供試材料は 1974年 10月滋賀県醒ヶ井養鱒場で採取さ

れた 4オの養殖ニジマス 2尾の腎腫瘍で， これを 10%

ホルマリン水で固定し，常法にしたがって 5~10μ のパ

ラフィン切片を作製した。染色は H-E染色， PAS反

応，アザソ染色，マッソンのトリクローム染色， PTAH

染色，細網線維渡銀染色（渡辺変法），ボディアン染色，

クリューバ・バレラ染色， ズダ 1/m染色， シュモー

ル反応，ペルリソブルー染色を目的に応じて施した。ま
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た，ニプマス；こおける腎実質の分化の観察こは孵化稚魚 捻り，有糸分裂像ははとんと，忍めら？＇［~！；か） :.: —乃，

8尾， 1年魚 5尾を供した。 幼若なl-:皮性腫瘍細胞罪訳贔iiり心縁吋，名〈 Jj;l;iつ:ii

結 果
珀向かあり，それらは賃構造か不附匹で見ビ、卜：り］を〗，山）、

められなかっtここの細胞｛よ般こ小叫て.:i1n-臣円

I. 腎腫瘍 か呈 L", 強好塩基性グ）わず力心予IJrJ己貞ど叫と午ff,ニ富パ異

肉眼的所見 形像0)著しし、検を l,ぐ） :・:、,;>_-ごこ，こ，ご二，，,Tit):•..') 角

外見的には艇幹体側部の膨化が苫しく，剖検ずると腎 糸分裂像が認められf二，3

臓後部に鶏卵大の大きな腫椒が認められた (i::(Jllcこの 上品のような＼＇冶籠訓抱束：：：：： 1皮 t釉羹紅じ）：11¥! こ＇ー）〉心

腫瘤は大小様々の腫瘍結節から構成され，割面は症例こ 昇域には幼―:r,な平麿筋罰r~ こよ分化悶吼手、社）甘旦り此存し

より次のような相違か見られた。症例 Iり）肺瘤ては人内り で出視してし、｝三幼苔：三十＇竹筋細胞は4均ご)~{'方綽

腫瘍結節が弾力性に富み柔かし、0)に対し， 1iifダI]IIの腫傷 堪し，末分化刊笙糸訓胞はl'l形～圧乃菟幻てし乞る C こ＇，，） 

結節は充実性で硬し、感しをうけた。なお，本腫瘍では 2 未分化間朝系細肛は明 i原ーI;:_ 十りを合夕染色頁こ;;:{ir['j 〗:

例とも肉眼的な転移ぱ認められなかった，C J)核と好塩韮It_-::はあらヵ, PTAH染色ご幸染し¥、ヽ ヽ

病理組織学的所見 細胞質を：しお， 1戸怜分裂像，が多くだめられる 3

腎臓に現われた腫瘤部には）月囲を結合蔽て囲まれた人 心境界部に分布ナる木!1}化間策系訓恥と分化1旦笈t几低！＼

型腫瘍結節が数多く現われ，それらの間隋およ〇、腫窟篇 平滑筋細胞およし〉卜皮・杞i消祖瘍細膠とを齢＇立，-

の辺縁にぱ小り］の幼奸腫瘍結節が散在していた（図 2): こは極めて困難てあっ

腫瘤内には圧追萎縮に陥った腎臓実質や造血祖械かわず b) 小型腫瘍結節： ｝、、fl;闊車傷納揺ゾ)

かに認められるこすぎず，ま之，腫麻部から遠く離れだ 咬はキふく，幼じ左半清笥合fll/i包，末分化閃菫犀紆Iら己，;---,, 

部位には腫瘍鈷節は認められなかっ｝：：，腫瘍帖節を構成 幼凸な上皮骨肺傷訓lj包乃心，1午l―こし、ふ：： ([メJ:団 牛青';,

する細胞祖成；旦Iい［例：こより次のような札］逸か認められ ん！ー、丸 U―）ては平哨り伍訓包ピ f-_l文iii門ー［匝湯吋廿 j~J記］

た。症例 Iでは平滑筋細胞が構成し体となり，その間：こ られた，

上皮性腫瘍細胞群およひ未分化間葉系細胞町か散在して B 症例 II

おり，症例 IIては未分化間薬系細胞か構成T"(本となり="::- a) 大型腫瘍結節＿

の間に上皮性腫瘍細胞群か散在してし、る C')か特改てあ 厚l'鈷合訊性の披慶て覆，!れ，内晶［こ人：，了:八

つキ-
kv  (こら~｝：り小竺く分叫1] 竺れてし戸， この

A 症例 I Iヽ ），末分化閥鉛糸罰j包；]:1訊成i-.rt:

a) 大型腫瘍結節：束状をなして縦描1こ錯綜する半渭 ［閏，こ幼じな J皮吐呻鳴叶11,!id'J)•j 、集虎二心i l!、こ

筋細胞が構成土体となりその間に上皮1生腫湯細胞群か晶 ど (¥ti6),, 未り化門葉系吋炉j包，：、

状に出現し，それらの！こ皮性腫瘍細胞群0)まわりこは十 態を異こして戸 i), 上皮王匝場州望し')

分化間葉系細胞と幼店杖平滑筋細胞か屈状こ出現しう 、,r,-
,,' 1三｝］布ずる未分化Ii丁簑平，JiH I砂，i」7贔□応}jl 

た（図 2,3) 0 これら (1)大］聾腫瘍結節のIいても生育!/_)苫 l. ら豆）こ同じ1げif)-恥土控り;!,-fk,iろ占i杞I□J', i,' 

しヽものては中心部か壊死に陥ってし、ることもあっに、,iJ/i I廿lには瓦幼逓叩に：、，｝肘形乞呈しだ1Lll'I己 牙、＇＇ヽ 'c

成主体をなす平滑筋細胞は分化程度の高し、ものか名＼， 縦横，~-J翡綜し

酸好性で PTAH染色に紫染する愧富な細胞貫をもつに 著［＜．有糸分乳像屯名方シ二

紡錘形の細胞であったc これらは， 1~ 3 (I乱の明瞭な核

仁を含み染色質に富ぢ楕円形～紡錘形の核なもってい，竺

（図 4)。その基質としては好銀性線糊祠上か茫逹し,:し，

る。これら分化程度の高し、平滑筋細胞にも＼，ヽ<、 ✓)か cl)JT

のも：及られた 0

糸分裂像か認められた。島状に出現した上皮I生腫場訓胞 柑度か低、 ]',\_,,f~管溝心夕早l.

群のなかでも結節O)cjt心部にあるものしよ分化利度1—＇芯高 i ごし、て'が見底閻構造:::-.』Ji[(,,-::; : ¥:;¥ .. ―) (I"'.['I) 

く，尿細管様構造を呈し，基底膜構造が確認された。こ 管腔内には脂原性色素の貯留も認められた。

の細胞は 1~2個の明瞭な核仁を含み染色質に富む円形 b) 小型腫瘍結節：小型腫瘍結節は大型のものと同

～楕円形の核をもつ立方～円柱状細胞で繊毛をそなえて 様，未分化間葉系細胞と幼若な上皮性腫瘍細胞からな
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り，結合蔽性被膜をもになかっ芦。

II. ニジマスにおける腎実質の分化

魚類の腎臓ぱ中腎に由来し，腎臓の増大こともなっご

腎実質を終生新生しているのか特徴てある（犬飼， 1941;

久米ら， 1966)。一般に腎実質の原某となる腎芽竹は稚

魚では尿細管，集尿管および腎臓被膜に接しズ現われる

たけではなく， II『にぱ狐在的にも現われる。しかし， 1 

年魚ては腎臓被膜）月囲に現われfこり，孤在的こ現われる

ことは少なく，遠位尿細管や集）成管に接して出現ずる（氏I

向が強い。出現直後の幼杓な腎芽管は強好塩基性J)細胞

質をもつ紅紡錘形の小さな細胞集塊であり，遠位尿細管

の基底膜に接して出現してし、る（図 8,9)。分化の進んた

腎芽管は強好塩基性の細胞質をもつ立方状～円柱状の細

胞からなり，管状構造を呈する（［図 lO)c

考 察

WILLIS (1953)• 宮地 (1966)や浜崎 (1977)によると

ヒトの腎芽腫（ワイルムス腫瘍）は大部分が円形，短肋

錘形あるし、は星形の未分化間葉系細胞て占められ，そり

中に尿細管様構造群が混在するという特有な組織像を示

すといわれている。時には原始糸球体構造を形成する細

胞群，平滑筋細胞群や横紋筋細胞，戦骨，骨細胞等か謁

められることかあり，これらの分化した腫瘍細胞と未分

化間葉糸細胞との間には移行かみられるとし、う 2 また，

この腫瘍ぱ木分化間娯系細胞より成る胎生期の造腎祖械

が腫瘍化したものと考えられ，未分化間築系細胞か危素

能を有するため，笈化に富んだ祖械像を示ずともし、われ

てしヽ る。

今回著者らが観祭したニ;:六'7,の督腫瘍 2位ljてぶ，症

例 Iか乎滑筋細胞，上皮性腫場細胞および未分化閥葉糸

細胞から，また，症例IIは未分化間葉系細胞お」こ幼r,
な上皮性腫瘍細胞から成り，腫瘍を構成する紐胞の分化

程度に差異かみられた。［かし，いずれの場合ても造1[11

細胞0)腫掲化ぱ認められなかった。これらの吋H殴学的特

徴は上記のヒトにおける腎芽柾と類似ずる点か名べ、あ

り，ニジマスの腎腫瘍は腎芽種と刊断された。

治合ら (1977)によると，台湾で採取したニホ/ウナ

キの腎芽腫ては尿細管様構造およひ糸球体様構造を左ず

上皮性腫瘍細胞，平滑筋細胞，横紋筋細胞，軟骨細胞左

どがみられており，ニシマスの腎芽腫とは異なった分化

を示し―Cし、fここのような腎芽腫の分化の苫は凡種恙あ

るいは発癌物質の相違によるものかは今後の検討を待た

ねばならないが，腎芽腫が上皮性および問葉系に属する

それぞれの腫瘍細胞から構成されるといった特徴は共通

して;,,

ニ,;:マスカ月例 I てJ~jこように未 ~j'化間業系五陶'.• f-. 

皮性腫勅紐II包群と平滑筋細胞束~ の境界域：ご存在 L.,

れらと分化））程度U){氏し，

形態的：こ区別することか不11J/Jピ＇~あるここ fいら，

間虻系細胞1l'上皮l't糸111!1包お i、c_:、Yi'甘筋細ii包，て分化し-:

るも 0)と考えられ!::_'宅た， りiLi£Li:,:、う，こ硬骨国，fi:こ

般にそCf)成に：こf'『なし、終り腎夫賢を祈牛_l, そ

買構成細胞は腎芽肺 •r人られ fそれと酷1い、［~

7)ことから，腎芽秤))木分化間菜示糾Ill包い発屈ご

役割を果 L、ま t.:{「級の進んた角i/(i."栢i月『車I.ハ

傾向かあるも U)と四われるぐ

要 条勺

1) 毀殖ニ::>マス，こ兒生し亡腎腫畠，ご、＇）し、

学的，こ検討＇［た結里，本挿瘍は胄荘柚（ウイ，,, L, :; ミ挿刷

てあることかわかったc

2) 木肺瘍は質休こより構成細胞こ相；乞り;:j;,iー''

プが異なってし、た。症例 Iてしょ束壮を心

滑筋細胞が構成□本となり， ぞい間［二.l::./支：汀重愕紅叩勺旦

お土び末分化閻菓系細胞群ぇ清砂［ズし，乙 力」， WiJll

では未分化閉簑系斎lil!l包か構成:_tHであっ

3) 今同研究Lた材料では肛移しよ入られJ:/)'う,_

4) 二` ノ／マスり冒実四のクj、イし、二ご)し 〔↓:; ii』＇緊 l..;こ

謝辞

本/rJI究を進める,c.あだ')t卸恰u」し、―’こ/.:、 外 I

LCこi架詞｝叶―IL卜『乙。
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Explanation of figures 

Fig. 1. A renal tumor in the posterior part of the kidney. 

Fig. 2. A low-power view oflarge neoplastic nodules of type-I tumor. Each nodule is composed of smooth 
muscle cells and renal tubules and is walled by the connective tissue. Masson's Trichrome stain. 
X20. 

Fig. 3. A detail of a large neoplastic nodule. It consists of smooth muscle cells and well-differentiated 
epithelial cells forming masses of tubules which are surround by undifferentiated messenchymal 
cells. H-E stain, x 40. 

Fig. 4. A high-power detail of mature smooth muscle cells. Mitotic figures are clearly observed (arrow), 
H-E stain, x 320. 

Fig. 5. A high-power view of a primary neoplastic nodule appeared in the hematopoietic tissue. It is 
composed of immature renal tubular epithelial cells and undifferentiated messenchymal cells. 
H-E stain, x 320. 

Fig. 6. A detail of a neoplastic nodule of type-II tumor. Undifferentiated messenchymal cells predominant-
ly proliferate. Tubules of immature renal epithelial cells are scattered. H-E stain, x 160. 

Fig. 7. A high-power detail of a neoplastic nodule of type-II tumor. Undifferentiated messenchymal 
cells with spindle and stellate shapes surround tubules of immature renal epithelial cells with 
the cuboidal shape. Mitotic figures are clearly observed. H-E stain, x 320. 

Figs. 8 to 10 show the development of nephron in the kidney of a normal fry. 
Fig. 8. A few of messenchymal cells appear in the basement menbrane of a renal tubule (arrow). H-E 

stain, x 320. 
Fig. 9. Messenchymal cells with the spindle shape proliferate to form masses in which mitotic figures 

are obvious. Notice the resemblance between the shape of messenchymal cells shown in Figs. 8 

and 9 and shape of undifferentiated messenchymal cells appeared in the tumor shown in Figs. 6 

and 7. H-E stain, x 320. 
Fig. 10. A developed nephroblastic tubule. H-E stain, x 320. 

図の説明

図 1. 腎臓後部に形成された腫瘤。

図 2. I型の大型腫瘍結節．腫瘤は大小様々の腫嵩結節から成り，それぞれ結合織性被膜で境されている。マッソ

ン・トリクローム染色 X20。
図 3. I型大型腫瘍結節の拡大図。平滑筋細胞， 管状を呈する上皮性腫瘍細胞および未分化間葉系細胞から成る。

H-E染色 x40。
図 4. 平滑筋細胞の拡大図。有糸分裂像（矢印）が多数認められる。 H-E染色 X320。

図 5. 造血組織に現われた小型腫瘍結節。未熟な腫瘍細胞から成り，有糸分裂像が多数認められる。

H-E染色 X320。
図 6. II型の大型腫瘍結節。未分化間葉系細胞の増殖が顕著で，その間に上皮性腫瘍細胞塊が散在する。

H-E染色 Xl60。
図 7. II型大型腫瘍結節の拡大図。紡錘形および星形を呈した未分化間葉系細胞と未熟な上皮性腫瘍細胞塊から成

る。多数の有糸分裂像が認められる。 H-E染色 X320。

図 8~10. 正常ニジマス稚魚における腎実質の分化

図 s. 尿細管基底膜に接して現われた小さな間葉系細胞塊（矢印）。 H-E染色 X320。
図 9. 尿細管基底膜に接して現われた間葉系細胞塊。有糸分裂像が認められる。本細胞と図 6,7に示した腫瘍性未分

化間葉系細胞の形態的な類似性に注意。 H-E染色 X320 
図10. 幼若な腎芽管。 H-E染色 X320。
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